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卒業時の学生の能力  

＜正常産を担う助産師の活用が求められる背景＞  
・産科の閉鎖、産科医不足。  

・極め細やかな助産師のケアと産婦の出産満足度（また産みたいと思える出産）。  
・正常分娩において実力のある助産師の育成が急務。  

＜卒業時の学生の能力＞   
■教員による学生達成度評価   

「妊娠経過の診断」、「分娩進行に伴う母児の異常発生予防と早期発見」、   
「母乳育児支援」等は自立できていない。（全国助産師教育協議会2003）   
■新人助産師による自己評価   

「新生児ケア」「産裾期ケア」「育児指導」のできない比率が高い。（厚生労働省）  

＜安全で快適な出産を支援する自立した助産師の育成には＞  
・妊娠期からの継続した関わりが必要であり、妊娠前から育児期までの卜一タルケア   
のできる、異常時の適切な対応のできる人材育成が重要である。   



助産学科目の必修選択単位の比較  

全国助産師教育協議会2003）  

科目名   指定規則  4年制大学  短大専攻科   専門学校   

基礎助産学   6   2．3   7．2   8．9   

助産診断・技術学   6   4．8   8．3   10   

助産管理学   1   1．2   1．1   1．1   

地域母子保健   1   0．5   1．2   1．4   

助産学実習   8   6．5（8．3遇）   9．2（12．3遇）  11．0（16．5遇）   

他  0．7   2．9   1．9   

合 計   22   16   29．6   34．9   
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・D・巨→□□助産所  

○妊娠・分娩・産裾・新生児継  

診、分娩介助、母乳相談、家  

分娩第1期より受け持ち開始。休息を取りながら2日にわたり受け持つ。  
しかし、分娩遷延し帝王切開に。介助例数に含まれず。  

月   火   水～木  金   土   日   

8二00   8：00 待機   16：∞ 待機  6：30   午前   8：00   

実習開始  助産師外来見学  20：00   分娩介助  助産所継続実習  分娩受け持ち開始   

14：00－16：00  休み  16：00分娩介助  

間接介助  20：00帰宅   
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